
 

 

 

 

 

2024 年 地理情報標準認定資格 

 

上級技術者認定試験問題 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

実施日時   2024 年 5 月 26 日（日）13:30～16:30 
試験会場 リファレンス西新宿大京ビル 2 階Ｓ201 
実施機関  公益財団法人 日本測量調査技術協会 

 
 
 
 



 
試験問題は、3 問（問題 1、問題 2、問題 3）のうち、2 問を選び、解答してください。 
 

 

問題１ 

政府の「デジタル社会の実現に向けた重点計画」（2023 年 6 月 8 日閣議決定）は、デジタ

ル社会形成基本法（令和 3 年法律第 35 号）に基づき、全ての国民がデジタル技術とデータ

利活用の恩恵を享受するとともに、安全で安心な暮らしや豊かさを実感できる「デジタル社

会」の実現に向けた、政府全体のデジタル政策を取りまとめたものである。 

下の資料は、デジタル社会の実現に向けた戦略・施策のうち各分野における基本的な施策

として、安全・安心で便利な暮らしのデジタル化の取組を示したものである。次の問いに答

案用紙計 3 枚で答えよ。 

 

 

出典：デジタル社会の実現に向けた重点計画（概要）一部抜粋 

（2023 年 6 月 8 日閣議決定） 

 

（１） 問題文に示した資料を基に、「デジタル社会」の実現に向けて、地理空間情報を活用

して解決が可能と考えられる課題を三つ挙げ、その理由とともに、答案用紙 1 枚に

記せ。 

  



（２） （１）で挙げた課題のうち、重要とあなたが考える課題を一つ選択し、それを解決

する技術提案を答案用紙 1 枚に記せ。 

・ 重要な課題と考える理由を記述すること。 

・ 課題解決には地理情報規格を活用すること。 

・ 使用する地理情報規格の概要を説明した上で、その具体的な利用方法を示すこと。 

・ 地理情報規格に利用上の課題がある場合は、その課題と課題の解決方法も示すこ

と。 

 

（３） 問題文に示した資料を参考に、「デジタル社会」の実現を進めていくに当たり、将来

起こりうる課題又は新たなニーズを想定し、地理情報規格を活用した解決策又は地

理情報規格を活用した具体的なサービスとその運用についての提案を答案用紙 1 枚

に記せ。ただし、（２）で取り上げた以外の地理情報規格を使用すること。 

  



問題２ 

近年、センサー、カメラ及びスマートフォン等の機器の普及・発展により、様々な場面で

人・モノの位置情報が取得しやすくなり、従来の統計調査や目視計測によるカウント調査に

はない、人の移動や滞在に関するデータ（人流データ）が詳細かつ迅速に取得できるように

なった。人流データは、人がいつどこに何人いるのか把握できることから（下図参照）、こ

れらのデータを活用することで、様々な分野における地域課題の解決が期待されている。 

地域課題の解決に取り組む地理空間情報分野の技術者として、次の問いに答案用紙計 3 枚

で答えよ。 

 
出典：地域課題解決のための人流データ利活用の手引き（概要版） 

（2022 年 3 月 国土交通省不動産・建設経済局情報活用推進課（政策統括官付）） 

 

（１） 人流データとその他の地理空間情報を活用することによって解決が期待できる地域

の課題を三つ以上挙げ、それぞれの課題の内容と、人流データをどのように活用す

るかを、答案用紙 1 枚に記せ。 

 

（２） （１）で示した課題のうち一つを選び、課題解決のためのサービスを答案用紙 1 枚

に記せ。 

 

（３） （２）で示したサービス実現に必要となる、地理空間情報の応用スキーマ（UML ク

ラス図）を作成し、答案用紙 1 枚に記せ。 

  



問題３ 

国土交通省は、「無人航空機の飛行禁止空域と飛行の方法」において、無人航空機（ドロ

ーン、ラジコン機等）の飛行が禁止されている又は許可が必要となる空域をまとめている。

飛行計画を検討する際、飛行計画区域とこれら規制対象を示す地理空間データとを重ね合

わせて、規制にかかるか否かの判断を支援する「無人航空機飛行計画策定支援システム」の

活用が有効である。 

 

 

出典：無人航空機（ドローン、ラジコン機等）の安全な飛行のためのガイドライン 

（2023 年 1 月 26 日 国土交通省 航空局） 

 

あなたが「無人航空機飛行計画策定支援システム」の提供者として、次の問いに答案用紙

計 3 枚で答えよ。 

 

（１） 「無人航空機飛行計画策定支援システム」によるサービスをユーザに提供する際、

使用する地理空間データの品質に関する課題を三つ挙げ、その理由とともに、答案

用紙 1 枚に記せ。 

 

（２） （１）で挙げた課題から重要とあなたが考える課題を一つ選択し、あなたの実務経

験を踏まえた解決策を答案用紙 1 枚に記せ。 

・ 重要な課題と考える理由を記述すること。 

・ 課題解決には地理情報規格を活用すること。 

・ 使用する地理情報規格の概要を説明した上で、その具体的な利用方法を示すこと。 

・ 地理情報規格に利用上の課題がある場合は、その課題と課題の解決方法も示すこと。 

 



（３） （１）で挙げた課題以外で、「無人航空機飛行計画策定支援システム」で将来起こ

りうる課題又はニーズを想定し、地理情報規格を活用した解決策を答案用紙 1 枚に

記せ。ただし、（２）で取り上げた以外の地理情報規格を使用すること。 

 


